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講義 実習 病院実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

実験動物学入門 10

心 理 学 2 30
経 済 学 2 30
物 理 学 1 30
化 学 2 46
化 学 実 習 2 60
生 物 学 1 30
英 語 Ⅰ ･ Ⅱ 3 60
保 健 体 育 1 45
肉 眼 解 剖 学 1 24
肉 眼 解 剖 学 実 習 1 30
組 織 解 剖 学 実 習 2 60
生 理 学 2 56
臨 床 生 理 解 剖 学 1 15
生 化 学 2 56
生 化 学 実 習 1 30
病 理 学 2 46
病 理 学 実 習 1 45
細 菌 学 2 40
細 菌 学 実 習 1 30
血 液 学 1 30
免 疫 学 1 15
薬 理 学 1 15
公 衆 衛 生 学 Ⅰ ･ Ⅱ 2 60
関 係 法 規 1 15
医 学 概 論 1 15
医 用 工 学 概 論 1 30
医 用 工 学 概 論 実 習 1 30
統 計 学 1 30
情 報 科 学 概 論 1 24
基 礎 専 門 科 目 特 論 3 86
臨 床 医 学 総 論 3 52
臨 床 病 理 学 総 論 3 46
臨 床 病 理 学 総 論 特 論 1 20
血 液 検 査 学 1 30
血 液 検 査 学 実 習 2 60
血 液 検 査 学 特 論 1 20
病 理 検 査 学 2 30
病 理 検 査 実 習 2 60
病 理 検 査 学 特 論 1 20
一 般 検 査 学 2 46
一 般 検 査 学 実 習 1 44
寄 生 虫 学 実 習 1 30
臨 床 化 学 Ⅰ ･ Ⅱ 2 60
臨 床 化 学 実 習 2 76
RI 検 査 学 実 習 1 30
免 疫 検 査 学 実 習 1 38
遺 伝 子 ・ 染 色 体 検 査 学 1 24
遺 伝 子 ・ 染 色 体 検 査学 実習 1 30
臨 床 免 疫 学 実 習 1 30
輸 血 ・ 移 植 検 査 学 1 15
輸 血 ・ 移 植 検 査 学 実 習 1 36
細 菌 ・ 真 菌 検 査 学 1 30
細 菌 ・ 真 菌 検 査 学 実 習 2 60
ウ イ ル ス 学 1 15
ウ イ ル ス 学 実 習 1 30
細菌・真菌検査学/ウイルス学特論 1 26
生 理 機 能 検 査 学 3 58
生 理 機 能 検 査 学 実 習 2 62
睡 眠 医 学 実 習 1 30
画 像 検 査 学 Ⅰ ・ Ⅱ 2 32
生理機能検査学/画像検査学特論 3 48
検 査 管 理 総 論 2 42
検 査 機 器 総 論 3 48
検査管理総論/検査機器総論特論 1 15
医 療 安 全 学 1 15
医 療 安 全 学 実 習 1 38
臨 床 専 門 科 目 特 論 3 90
臨 床 検 査 演 習 3 90
臨地実習前技能修得到達度評価 1 30
臨 地 実 習 11 450

基

礎

科

目

専

門

基

礎

科

目

専

門

科

目

教育課程モデルプラン（新カリキュラム：1,2年生）

授 業 科 目
単
位
数

時
間
数

第１学年 第２学年 第３学年
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講義 実習 病院実習

前期 後期 前期 後期 前期 後期

実験動物学入門

心 理 学
経 済 学
物 理 学
化 学
化 学 実 習
生 物 学
英 語 Ⅰ ･ Ⅱ
保 健 体 育
肉 眼 解 剖 学
肉 眼 解 剖 学 実 習
組 織 解 剖 学 実 習
生 理 学
臨 床 生 理 解 剖 学
生 化 学
生 化 学 実 習
病 理 学
病 理 学 実 習
細 菌 学
細 菌 学 実 習
血 液 学
免 疫 学
薬 理 学
公 衆 衛 生 学 Ⅰ ･ Ⅱ
関 係 法 規
医 学 概 論
医 用 工 学 概 論
医 用 工 学 概 論 実 習
統 計 学
情 報 科 学 概 論
基 礎 専 門 科 目 特 論
臨 床 医 学 総 論
臨 床 病 理 学 総 論
臨 床 病 理 学 総 論 特 論
血 液 検 査 学
血 液 検 査 学 実 習
血 液 検 査 学 特 論
病 理 検 査 学
病 理 検 査 実 習
病 理 検 査 学 特 論
一 般 検 査 学
一 般 検 査 学 実 習
寄 生 虫 学 実 習
臨 床 化 学 Ⅰ ･ Ⅱ
臨 床 化 学 実 習

検 査 学 実 習
免 疫 検 査 学 実 習
遺 伝 子 ・ 染 色 体 検 査 学
遺 伝 子 ・ 染 色 体 検 査学 実習
臨 床 免 疫 学 実 習
輸 血 ・ 移 植 検 査 学
輸 血 ・ 移 植 検 査 学 実 習
細 菌 ・ 真 菌 検 査 学
細 菌 ・ 真 菌 検 査 学 実 習
ウ イ ル ス 学
ウ イ ル ス 学 実 習
細菌・真菌検査学 ウイルス学特論
生 理 機 能 検 査 学
生 理 機 能 検 査 学 実 習
睡 眠 医 学 実 習
画 像 検 査 学 Ⅰ ・ Ⅱ
生理機能検査学 画像検査学特論
検 査 管 理 総 論
検 査 機 器 総 論
検査管理総論 検査機器総論特論
医 療 安 全 学
医 療 安 全 学 実 習
臨 床 専 門 科 目 特 論
臨 床 検 査 演 習
臨地実習前技能修得到達度評価
臨 地 実 習

基

礎

科

目

専

門

基

礎

科

目

専

門

科

目

教育課程モデルプラン（新カリキュラム： 年生）

授 業 科 目
単
位
数

時
間
数

第１学年 第２学年 第３学年

心 理 学 2 30

経 済 学 2 30

統 計 学 2 30

物 理 学 1 30

化 学 2 60

化 学 実 習 2 60

生 物 学 1 30

英 語 Ⅰ ・ Ⅱ 3 90

保 健 体 育 1 15

保 健 体 育 実 技 1 30

解 剖 学 2 45

解 剖 学 実 習 1 30

生 理 学 2 60

臨 床 生 理 解 剖 学 1 15

生 化 学 2 60

生 化 学 実 習 1 30

実 験 用 動 物 学 1 15

病 理 学 2 60

病 理 学 実 習 1 45

細 菌 学 2 45

細 菌 学 実 習 1 30

血 液 学 1 30

免 疫 学 1 15

免 疫 学 実 習 1 30

薬 理 学 1 15

公 衆 衛 生 学 Ⅰ ・ Ⅱ 2 60

公 衆 衛 生 学 実 習 2 60

関 係 法 規 1 15

医 用 工 学 概 論 1 30

医 用 工 学 概 論 実 習 1 30

情 報 科 学 概 論 1 30

医 学 写 真 技 術 1 15

基 礎 専 門 科 目 特 論 3 75

臨 床 医 学 総 論 2 45

臨 床 病 理 学 総 論 2 45

医 学 概 論 1 15

病 理 検 査 学 1 30

病 理 検 査 学 実 習 2 60

血 液 検 査 学 1 30

血 液 検 査 学 実 習 2 60

寄 生 虫 学 1 30

寄 生 虫 学 実 習 1 30

臨 床 化 学 Ⅰ ・ Ⅱ 2 60

臨 床 化 学 実 習 2 90

Ｒ Ｉ 検 査 学 1 15

Ｒ Ｉ 検 査 学 実 習 1 30

臨 床 検 査 総 論 2 60

臨 床 検 査 総 論 実 習 2 75

Ｄ Ｎ Ａ 診 断 検 査 技 術 1 15

ＤＮ Ａ診断検査技術実習 1 30

細 菌 ・ 真 菌 検 査 学 1 30

細 菌 ・ 真 菌 検 査 学 実 習 2 75

ウ イ ル ス 学 1 15

ウ イ ル ス 学 実 習 1 30

免 疫 検 査 学 1 30

免 疫 検 査 学 実 習 1 30

輸 血 ・ 移 植 検 査 学 1 15

輸 血 ・ 移 植 検 査 学 実 習 1 30

生 理 機 能 検 査 学 2 60

生 理 機 能 検 査 学 実 習 2 60

画 像 検 査 学 1 30

検 査 管 理 総 論 2 45

検 査 機 器 総 論 2 45

医 療 安 全 管 理 学 1 15

臨 床 専 門 科 目 特 論 9 270

臨 床 検 査 演 習 5 210

臨 地 実 習 14 630

教育課程モデルプラン（従来型カリキュラム：3年生）

基
礎
科
目

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目

第３学年

前期 後期 前期 後期 前期 後期
授 業 科 目

単
位
数

時
間
数

第１学年 第２学年

講義 実習 病院実習
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3820

3820

2

3

3344

3344

3344

3417

6

7 3314

8

9 8316

3138

3138

3464

3464

3464

3448

3417

3417

3417

3417

3417

3417

3417

3167

3167

3167

3167

3181

3181

3181

3181

3181

3973

3201

3201

3201

18 3973

3248

3248

3248

3248

3386

3386

3386

21

22

23 6040

1

4

13

14

10

11

12

20

16

17

19
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3483

3483

3068

3483

3483

3988

27 3229

3973

3248

3248

3790

3790

3973

3973

3973

3434

3933

3138

3138

3138

3933

3464

3728

3988

3973

3404

3404

3404

3404

38

39

6063

3973

6063

6063

3973

42 3973

3167

3973

3842

3973

6063

3973

6060

6060

3973

30

26

28

29

24

33

36

34

31

32

43

44

37

40

41

46
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49 6062

3842

3687

3167

8221

8221

8221

8221

3973

3973

3068

3068

3746

3746

3746

3746

3746

3746

6030

6030

3687

3973

3777

3777

3777

3973

60 3624

61

62 3699

3606

6033

6062

3933

3933

3988

3973

3973

3973

3973

3973

3973

66

63

64

6060

6060

6060

3830

3830

47

48
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3891

3687

3687

3687

3687

3714

3746

3213

3973

72

43-4411

3988

3973

3973

3973

3973

3973

3973

3933

3464

3464

3448

77 3417

3201

3201

3201

79

80 3068

81

3386

3404

3404

3404

3404

83

3988

3988

3988

3973

76

78

70

71

73

74

82

84

86

67

68

3933

3464

3728

3988

3973

69
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3699

3606

6060

6060

6060

3973

6063

6063

3973

3973

96 3068

3248

6062

98

99 3830

3790

8211

3988

3973

3973

3973

3973

3973

3973

102

97

100

101

92

93

94

3973

3973

3973

3973

6062

90 3973

3777

3624

3687

6030

88

89

91

3973

�10�



№ 担　　当　　科　　目 講　師
病院等
従事年数

所　属

関　律子 30 専任教員

垂水　俊樹 10 大学病院　臨床検査部

岡田　和大 7 大学病院　臨床検査部

中山　正道 14 医学部　病理学(1)講座

福満　千容 11 専任教員

糸山　貴子 29 専任教員

池田　美咲 9 大学病院　臨床検査部

川崎　誠司 40 非常勤（佐賀大学医学部附属病院）

三栖　徹也 14 大学病院　臨床検査部

齊藤　弘子 8 大学病院　臨床検査部

吉冨　史美 4 大学病院　臨床検査部

藤好　麻衣 12 大学病院　臨床検査部

溝上　真衣 10 大学病院　臨床検査部

53 細菌・真菌検査学 棚町　千代子 30 専任教員

52 輸血・移植検査学実習

血液検査学実習41

45 一般検査学実習

47 臨床化学実習

実務経験のある教員等による授業科目の授業計画 ―担当教員一覧 ―

　　以下の授業科目は、医学部・大学病院等の各専門分野の担当者が、自身の実務経験を活かし病院現場での最先端の技術を

　反映した実践的な教育を行います。

43 病理検査学実習
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19 専 門 基 礎 科 目

授業科目名 担当講師名 対象学生

免 疫 学
溝口 充志・溝口 恵美子

小松 誠和・岡田 季之
第１学年

授業形態 単 位 数 時 間 数 必修・選択 教 室 等 学 期

講 義 １単位 ８コマ 必 修
201教室

(１年教室)
前 期

授業の

キーワード
免疫担当細胞，自然免疫の特徴，獲得免疫の特徴，免疫寛容

授業の目標 免疫系の基礎的事項について説明できる。

授業の概要

免疫とは自己と非自己（例えばウイルスや細菌、広義にはがんなど）を識別し、非

自己を排除する生体システムのことです。免疫はヒトが健康に生きていく上で欠か

せないものです。本科目では、免疫系のしくみについて、免疫担当細胞や免疫関連

分子などを中心に、理解することを目的とします。

免疫系のしくみ

１．免疫系の構成要素

２．自然免疫

３．獲得免疫系への抗原提示

４．獲得免疫における抗原の認識

５．獲得免疫におけるT細胞の活性化機構と役割

６．獲得免疫における抗体の産生機構と役割

７．補体系の役割

８．能動免疫と受動免疫

９. 自己寛容

適宜、疾患との関連についても紹介して行きます。

参考図書等 免疫生物学（南江堂），イラストレイテッド免疫学（丸善出版社）

使用機器等 主にプロジェクターやプリントを用いて講義します。

成績評価方法 レポートの提出状況（10%）や筆記試験（90%）により評価します。

備 考 免疫系のしくみ：90分×8回
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専 門 基 礎 科 目

授業科目名 担当講師名 対象学生

免 疫 学
溝口 充志・溝口 恵美子

小松 誠和・岡田 季之
第１学年

授業形態 単 位 数 時 間 数 必修・選択 教 室 等 学 期

講 義 １単位 ８コマ 必 修
教室

１年教室
前 期

授業の

キーワード
免疫担当細胞，自然免疫の特徴，獲得免疫の特徴，免疫寛容

授業の目標 免疫系の基礎的事項について説明できる。

授業の概要

免疫とは自己と非自己（例えばウイルスや細菌、広義にはがんなど）を識別し、非

自己を排除する生体システムのことです。免疫はヒトが健康に生きていく上で欠か

せないものです。本科目では、免疫系のしくみについて、免疫担当細胞や免疫関連

分子などを中心に、理解することを目的とします。

免疫系のしくみ

１．免疫系の構成要素

２．自然免疫

３．獲得免疫系への抗原提示

４．獲得免疫における抗原の認識

５．獲得免疫における 細胞の活性化機構と役割

６．獲得免疫における抗体の産生機構と役割

７．補体系の役割

８．能動免疫と受動免疫

９ 自己寛容

適宜、疾患との関連についても紹介して行きます。

参考図書等 免疫生物学（南江堂），イラストレイテッド免疫学（丸善出版社）

使用機器等 主にプロジェクターやプリントを用いて講義します。

成績評価方法 レポートの提出状況（ ）や筆記試験（ ）により評価します。

備 考 免疫系のしくみ： 分 回
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41 専 門 科 目 

授業科目名 担当講師名 対象学生

血液検査学実習 関 律子*1・垂水 俊樹*1・岡田 和大*1 第２学年

授業形態 単 位 数 時 間 数 必修・選択 教 室 等 学  期 

実 習 ２単位 30コマ 必 修 第１・２実習室 後 期

授業の 

キーワード
血球算定，血球形態，止血，血液凝固，線溶系検査 

授業の目標 
血球算定，塗抹・染色，血球形態，止血，血液凝固，線溶系検査の基本手技の理解・

修得 

授業の概要 

１．血球数算定一赤血球，白血球    視算法 

２．血色素濃度 ラウリル硫酸ナトリウム法 

   ヘマトクリット値 ミクロヘマトクリット法 

   赤血球浸透圧抵抗試験 Parpart法 

３．血液薄層塗抹標本作製 

   普通染色             ギムザ染色・メイギムザ二重染色 

   網状血球数            Brecher法 

４．末梢血液像の観察 ① 正常な赤血球および白血球 

５．末梢血液像の観察 ② 赤血球の形態異常および異常封入体 

６．末梢血液像・骨髄像の観察 

７．症例検討・解説 Ⅰ 

８．症例検討・解説 Ⅱ 

９．血小板に関する検査① 

   血小板数算定（Brecher-Cronkite法，Fonio法の塗抹まで） 

１０．血小板に関する検査②

   血小板数算定（Fonio法の続き）

１１．血液凝固関係の検査①

   凝固機構の理解 

   凝固検査の原理 

１２．血液凝固関係の検査②

   活性化部分トロンボプラスチン時間 

１３．血液凝固関係の検査③

   プロトロンビン時間 

１４. 血液凝固関係の検査④  

   フィブリノゲン定量 

１５．凝固症例検討・解説 

参考図書等 血液検査学（最新臨床検査学講座）；医歯薬出版 

使用機器等 パソコン・プロジェクター・ポインター 

成績評価方法 筆記試験 

備   考 
【血液】 1-5：垂水（180分×5回）, 6-8： 関 （180分×3回） 

【凝固】9-15：岡田（180分×7回）     

担当講師の実務経験：*1臨床検査技師として久留米大学病院で血液検査学分野の実務経験を有する。 
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43 専 門 科 目 

授業科目名 担当講師名 対象学生

病理検査学実習 中山 正道*1・福満 千容*2 第２学年

授業形態 単 位 数 時 間 数 必修・選択 教 室 等 学  期

実 習 ２単位 30コマ 必 修 第１・２実習室 後 期

授業の 

キーワード 
組織学的検査法，細胞学的検査法 

授業の目標 
病理組織検査，細胞診検査の意義を理解し，一般的病理組織標本作製法および細胞

診検細胞を実習によって習得する。 

授業の概要 

１．【中山】 

臓器の観察，切り出し 

２．【福満】 

１）検体の取扱，標本の管理，各種固定法，切り出し，脱灰法 

２）包埋法，薄切法，染色の概要 

３）結合組織の染色①：膠原線維，弾性線維 

４）結合組織の染色②：細網線維， 

５）炭水化物の染色①：糖原，アミロイド 

６）炭水化物の染色②：酸性粘液，中性粘液 

７）組織内病原体の染色 

病原体：抗酸菌，真菌，HBs抗原 

８）腎糸球体構造の染色 

９）無機物質の染色：鉄 

１０）細胞診の基本技術 

１１）検体処理法の各論 

１２）細胞形態の各論(鏡検・スクリーニング等) 

参考図書等 病理学／病理検査学（最新臨床検査学講座）：医歯薬出版 

使用機器等 ミクロトーム、伸展器、スライドガラス，パラフィン等 

成績評価方法 筆記試験 

備   考 病理学講座：180分×１回   第1.2実習室：180分×14回 

担当講師の実務経験：*1 病理医として久留米大学病院で病理検査学分野の実務経験を有する。 

         *2 臨床検査技師、細胞検査士として久留米大学病院で病理検査学分野の実務経験を有する。
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45 専 門 科 目 

授業科目名 担当講師名 対象学生

一般検査学実習 池田 美咲*1・糸山 貴子*1 第２学年

授業形態 単 位 数 時 間 数 必修・選択 教 室 等 学  期

実 習 １単位 22コマ 必 修 第１・２実習室 通 年

授業の 

キーワード 

(糸山) スクリー二ング検査としての尿検査， 

(池田) 尿沈渣，髄液細胞数検査 

授業の目標 
（糸山）検体の取り扱い方，適正な検査器具の使用法の修得。 

（池田）尿沈渣成分の鑑別及び尿沈渣標準化法に基づいての報告記載の修得。 

授業の概要 

【前期】 

1.尿化学的検査 (糸山） 

 1）実習説明・尿試験紙取り扱い説明・使用試薬作成 

 2）ｐH，比重 

3）尿蛋白・微量アルブミン・Bence Jones 蛋白スクリーニング検査 

4）尿糖・尿アセトン体 スクリーニング検査 

5) 尿中ビリルビン・尿中ウロビノゲン スクリーニング検査 

6）血尿・ヘモグロビン尿・ミオグロビン尿スクリーニング検査 

7) 尿中インジカン・尿中バニリルマンデル酸 スクリーニング検査 

   妊娠反応検査、便中ヘモグロビン検査 

【後期】 

1.尿沈渣（池田） 

1）尿沈渣鏡検の顕微鏡の取扱い方，非上皮系細胞 

2）上皮系細胞 

3）円柱類

4）結晶類，その他，尿混濁の鑑別法 

5) 髄液細胞の鑑別と算定法 

参考図書等 
一般検査学（最新臨床検査学講座）；医歯薬出版 

尿沈渣検査法2010 ； 日臨技ポケットマニュアル尿沈渣；医歯薬出版 

使用機器等 顕微鏡，採血用具等，遠心機，プロジェクター 

成績評価方法 筆記試験，出席時間，学習態度，レポート，実技試験，小試験 

備   考 
【前期】 尿化学的検査実習：糸山（180分×7回） 第1.2実習室 

【後期】 尿沈渣実習    ：池田（180分×5回） 第1.2実習室 

担当講師の実務経験：*1 臨床検査技師として久留米大学病院で一般検査学分野の実務経験を有する。 
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専 門 科 目

授業科目名 担当講師名 対象学生

一般検査学実習 池田 美咲 ・糸山 貴子 第２学年

授業形態 単 位 数 時 間 数 必修・選択 教 室 等 学 期

実 習 １単位 コマ 必 修 第１・２実習室 通 年

授業の

キーワード

糸山 スクリー二ング検査としての尿検査，

池田 尿沈渣，髄液細胞数検査

授業の目標
（糸山）検体の取り扱い方，適正な検査器具の使用法の修得。

（池田）尿沈渣成分の鑑別及び尿沈渣標準化法に基づいての報告記載の修得。

授業の概要

【前期】

尿化学的検査 糸山）

）実習説明・尿試験紙取り扱い説明・使用試薬作成

）ｐ ，比重

）尿蛋白・微量アルブミン・ 蛋白スクリーニング検査

）尿糖・尿アセトン体 スクリーニング検査

尿中ビリルビン・尿中ウロビノゲン スクリーニング検査

）血尿・ヘモグロビン尿・ミオグロビン尿スクリーニング検査

尿中インジカン・尿中バニリルマンデル酸 スクリーニング検査

妊娠反応検査、便中ヘモグロビン検査

【後期】

尿沈渣（池田）

）尿沈渣鏡検の顕微鏡の取扱い方，非上皮系細胞

）上皮系細胞

）円柱類

）結晶類，その他，尿混濁の鑑別法

髄液細胞の鑑別と算定法

参考図書等
一般検査学（最新臨床検査学講座）；医歯薬出版

尿沈渣検査法 ； 日臨技ポケットマニュアル尿沈渣；医歯薬出版

使用機器等 顕微鏡，採血用具等，遠心機，プロジェクター

成績評価方法 筆記試験，出席時間，学習態度，レポート，実技試験，小試験

備 考
【前期】 尿化学的検査実習：糸山（ 分 回） 第 実習室

【後期】 尿沈渣実習 ：池田（ 分 回） 第 実習室

担当講師の実務経験： 臨床検査技師として久留米大学病院で一般検査学分野の実務経験を有する。
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47-1 専 門 科 目 

授業科目名 担当講師名 対象学生

臨床化学実習
三栖 徹也*2・吉冨 史美*2

齊藤 弘子*2・川崎 誠司*1 第２学年

授業形態 単 位 数 時 間 数 必修・選択 教 室 等 学  期

実 習 ２単位 38コマ 必 修 第１実習室 通 年

授業の 

キーワード 

分光光度計，吸収スペクトル，測定精度，ランベルト・ベールの法則，検量線， 

比色分析，窒素化合物，血漿蛋白，酵素活性，分子吸光係数，国際単位，精度保証 

授業の目標 

臨床化学分析法の基礎知識及び基本的原理と操作を理解し，さらに臨床検査技師と

して必要な臨床化学分析法の専門知識を学ぶ。講義内容の理解を深めるとともに測

定技術及びそれにかかわる一連の作業を習得する。さらに臨床性，精度保証の両観

点から検査値の判読の仕方及びレポー卜の書き方も学習する。 

授業の概要 

1．微量ピペットの取り扱い方と実際 

2．分光光度計の取り扱い方と実際 

3．検量線の作成、溶血,黄疸血清の吸収スペクトル確認など 

4．ランベルト・ベールの法則，モル吸光係数の理解。 

5．ツインプロット図解析 

6.試薬検討について① 

CaのOCPC法にて検量線の作成を行い，試料の測定を行う。 

その値でツインプロット図を作製する。 

7．試薬検討について② 

併行精度（同時再現性）について 

8．試薬検討について③ 

希釈直線性について 

9．総蛋白およびアルブミン 

界面活性剤の意味を理解させる。またA/G比について理解させる。 

10．尿素窒素 

GLDH法を行い，補酵素NADPHの変化量を検出する酵素法について学ぶ。 

11．クレアチニン 

ヤッフェ法と酵素法の違いを確認する。除蛋白の意味を理解する。 
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目科門専2-74

授業の概要 

12. ALP① 

   JSCC常用基準法を用いて，終点分析法と初速度分析法について理解する。 

   また酵素活性の計算を理解する。 

13. ALP② 

採血管の違いと熱処理によるALPの影響を理解する。 

またJSCC法とIFCC法の違いについて理解する。 

14. LD① 

   JSCC法(L-P法)で検体を測定し，検体由来の影響について理解する。 

15. LD② 

   P-L法で同じ検体を測定し，L-P法との違いを理解する。 

   また，JSCC法とIFCC法の違いについて理解する。 

16. 酵素活性条件の理解 

17．グルコース① 

  GOD-POD法を用いて、解糖阻止剤の影響を理解する。 

18．グルコース② 

  GOD-POD法を用いて、添加回収試験について理解する。 

19．中性脂肪 

  酵素法を用いて、遊離グリセロールの影響を理解する。 

参考図書等 
臨床化学検査学（臨床検査学講座）；医歯薬出版 

必要に応じてプリント 

使用機器等 分光光度計，遠心機，天秤，pHメーター，恒温槽，ストップウォッチ， 

成績評価方法 レポート，定期試験 

備  考 

前期  1～ 3 川崎（180分×3回） 

4～ 8 三栖（180分×5回） 

9～11 吉冨（180分×3回） 

後期 12～16 三栖（180分×5回） 

17～19 齊藤（180分×3回） 

担当講師の実務経験：*1 臨床検査技師として佐賀大学医学部附属病院で検査全般の実務経験を有する。 

臨床検査技師として久留米大学病院で生化学検査学分野の実務経験を有する。 
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目科門専

授業の概要

①

常用基準法を用いて，終点分析法と初速度分析法について理解する。

また酵素活性の計算を理解する。

②

採血管の違いと熱処理による の影響を理解する。

また 法と 法の違いについて理解する。

①

法 法 で検体を測定し，検体由来の影響について理解する。

②

法で同じ検体を測定し， 法との違いを理解する。

また， 法と 法の違いについて理解する。

酵素活性条件の理解

．グルコース①

法を用いて、解糖阻止剤の影響を理解する。

．グルコース②

法を用いて、添加回収試験について理解する。

．中性脂肪

酵素法を用いて、遊離グリセロールの影響を理解する。

参考図書等
臨床化学検査学（臨床検査学講座）；医歯薬出版

必要に応じてプリント

使用機器等 分光光度計，遠心機，天秤， メーター，恒温槽，ストップウォッチ，

成績評価方法 レポート，定期試験

備 考

前期 ～ 川崎（ 分 回）

～ 三栖（ 分 回）

～ 吉冨（ 分 回）

後期 ～ 三栖（ 分 回）

～ 齊藤（ 分 回）

担当講師の実務経験： 臨床検査技師として佐賀大学医学部附属病院で検査全般の実務経験を有する。

臨床検査技師として久留米大学病院で生化学検査学分野の実務経験を有する。

48

RI

15
202

RI

(RI) , , 

RI

in vitro RIA IRMA 

in vivo

PET

in vitro

in vitro RIA

GM

in vitro

1-5 90 5 6-11 180 5 RI

�71�



49

19

M

1 (1)

2 (2)

3 (3)

4 (4)

5 (1)

6 (2)

7

8

9

M

1 RPR TPHA

2

3

4

5

90 9 180 5

�72�



50

12
202

( )

DNA RNA PCR

1 DNA

2 1

PCR

PCR

3 In situ hybridization 

4 PCR

PCR RT-PCR

PCR

DNA

5

6.

7 2

8 3

�73�



1.2 90 2

3.4 90 2

5 90 3

6 90 2

7 90 1

8 90 2

�74�



51

15

DNA PCR

DNA

DNA

PCR

DNA

DNA PCR DNA

DNA

DNA

DNA

JAMT

,

, 

13

1

90

180

�75�



52 専 門 科 目 

授業科目名 担当講師名 対象学生

輸血・移植検査学実習 藤好 麻衣*1・溝上 真衣*1 第２学年

授業形態 単 位 数 時 間 数 必修・選択 教 室 等 学  期

実 習 １単位 18コマ 必 修 第１実習室 前 期

授業の 

キーワード 
ABO式血液型，Rh式血液型，血液型物質，不規則抗体，交差適合試験，解離試験 

授業の目標 
凝集の有無および凝集の強さの分類を修得する。 

輸血における各検査法の原理及び目的を理解する。 

授業の概要 

１．血液型検査（ABO・RhD血液型） 

   自分の血液を検体とし，血液型検査手技と原理を修得する。 

  抗A抗Bの抗体価測定 

   倍数希釈の方法と弱い凝集の見方を修得する。 

２．唾液中の血液型物質検査 

   唾液中の血液型物質の存在を赤血球凝集抑制試験を用いて検査する。 

３．不規則抗体検査 

   生理食塩液法，ブロメリン法，アルブミン法による間接抗グロブリン試験の 

検査手技と原理を修得する。 

４．カラム凝集法と交差適合試験 

   カラム凝集法について，その原理と方法を理解する。 

また，主試験，副試験の検査手技の修得と判定結果の意味を理解する。 

５．直接抗グロブリン試験と酸解離試薬を用いた解離法 

   直接抗グロブリン試験の検査手技の修得および臨床的意義を理解する。 

また，酸解離試薬を使用した抗体解離法と，得られた解離液による抗体検査 

を実施し，その原理と方法を理解する。 

６．ZZAP法による自己抗体解離 

   ZZAPを使用した抗体解離法について，その原理と方法を理解する。 

７．抗A抗Bによる吸着解離試験 

   ABO血液型における亜型のA・B抗原を証明する検査法について， 

原理と方法を理解する。 

参考図書等 
免疫学検査学（最新臨床検査学講座）；医歯薬出版 

輸血実習用プリント 

使用機器等 試験管，遠心機（血清分離用と判定用），恒温槽，パスツールピペットなど 

成績評価方法 筆記試験，レポート 

備   考 実習前講義：90分×4回，実習：180分×7回 

担当講師の実務経験：*1 臨床検査技師として久留米大学病院で輸血検査学分野の実務経験を有する。 
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専 門 科 目

授業科目名 担当講師名 対象学生

輸血・移植検査学実習 藤好 麻衣 ・溝上 真衣 第２学年

授業形態 単 位 数 時 間 数 必修・選択 教 室 等 学 期

実 習 １単位 コマ 必 修 第１実習室 前 期

授業の

キーワード
式血液型， 式血液型，血液型物質，不規則抗体，交差適合試験，解離試験

授業の目標
凝集の有無および凝集の強さの分類を修得する。

輸血における各検査法の原理及び目的を理解する。

授業の概要

１．血液型検査（ ・ 血液型）

自分の血液を検体とし，血液型検査手技と原理を修得する。

抗 抗 の抗体価測定

倍数希釈の方法と弱い凝集の見方を修得する。

２．唾液中の血液型物質検査

唾液中の血液型物質の存在を赤血球凝集抑制試験を用いて検査する。

３．不規則抗体検査

生理食塩液法，ブロメリン法，アルブミン法による間接抗グロブリン試験の

検査手技と原理を修得する。

４．カラム凝集法と交差適合試験

カラム凝集法について，その原理と方法を理解する。

また，主試験，副試験の検査手技の修得と判定結果の意味を理解する。

５．直接抗グロブリン試験と酸解離試薬を用いた解離法

直接抗グロブリン試験の検査手技の修得および臨床的意義を理解する。

また，酸解離試薬を使用した抗体解離法と，得られた解離液による抗体検査

を実施し，その原理と方法を理解する。

６． 法による自己抗体解離

を使用した抗体解離法について，その原理と方法を理解する。

７．抗 抗 による吸着解離試験

血液型における亜型の ・ 抗原を証明する検査法について，

原理と方法を理解する。

参考図書等
免疫学検査学（最新臨床検査学講座）；医歯薬出版

輸血実習用プリント

使用機器等 試験管，遠心機（血清分離用と判定用），恒温槽，パスツールピペットなど

成績評価方法 筆記試験，レポート

備 考 実習前講義： 分 回，実習： 分 回

担当講師の実務経験： 臨床検査技師として久留米大学病院で輸血検査学分野の実務経験を有する。

53 専 門 科 目 

授業科目名 担当講師名 対象学生

細菌・真菌検査学 棚町 千代子*1 第２学年

授業形態 単 位 数 時 間 数 必修・選択 教 室 等 学  期

講 義 １単位 15コマ 必 修
202教室

(２年教室)
前 期

授業の 

キーワード 
染色，培養，同定，薬剤感受性，耐性菌 

授業の目標 
各細菌種の臨床的意義と鑑別手法を習得する。履修内容確認試験で来るべき 

国家試験に備える。 

授業の概要 

１． 総論１（基礎） 

２． 総論２（実技） 

３． 染色法，培養 

４． 培地 

５． グラム陽性球菌 

６． グラム陰性球菌・グラム陽性桿菌 

７． グラム陰性桿菌１ 

８． グラム陰性桿菌２ 

９． 嫌気性菌 

１０． 真菌 

１１． 抗菌薬と薬剤感受性検査 

１２． 薬剤耐性菌 

１３． 材料別検査法１ 

１４． 材料別検査法２ 

１５． 遺伝子検査 

参考図書等 
臨床微生物学（最新臨床検査学講座）；医歯薬出版 

臨床微生物検査ハンドブック；三輸書店 

使用機器等 プロジェクター 

成績評価方法 筆記試験 

備   考 90分×15回 

担当講師の実務経験：*1 臨床検査技師として久留米大学病院で微生物検査学分野の実務経験を有する。 
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Candida Cryptococcus Aspergillus etc.

1 1

�79�



55

202

( )

DNA RNA

DNA

DNA

RNA

RNA

RNA

RNA

A B C D

E

90 8

�80�



56

15

202

3F

1

CPE TCID50 HA HI ELISA

GMK MDCK

CPE

HI

HA

TCID50

CO2

180 2

180 6

�81�



57

20
202

( )

( )

11

10 12

13

14 15

16 17

18 19

20

2 2

90 9

�82�



58

16
202

( )

DLCO

CV N2

2 2

90 8

90 8

�83�



59

12
202

( )

.

. 

.

10.

11 12.

2 2

90 ×4 90 ×8

�84�



60-1

202

( )

CMAP

3

CMAP

SNAP

CMAP

SNAP

�85�



60-2

F

H

waning waxing

2 /

2 2 90 6

�86�



61

202

( )

2 2 90 2

�87�



62

202

( )

2 2 90 2

�88�



63

( )

202

( )

2 2

90 90

�89�



64

8
202

( )

90 2 90 1

90 5

�90�



65

21
202

( )

1

2

3

4

5

6

2 3 6-1 90 5

5 90 12

1 4 6-2 4 90 4

�91�



66

19

i

1 1

2 1

3 1

4 2

5 2

6 2

�92�



2

6

8 2

9

2

10

2

11

2

60 20 20

90 3 2

180 9 4 9 1.2 10 11

�93�



67

301

( )

1

2

1

2

3 Filtering

4

. ( 3 PC )

90 8

�94�



68

301

( )

TDM

GE

/ /

90 8

第
　
3 　

学
　
年

�95�



69

301

( )

2015 2020

)

90 8

�96�



70-1

26
301

( )

1

2

3

, , , 

4

HIV

5

6

7

8.

9

11.

12

13

�97�



70-2

14

15 1

16 2

17 3

isCGM

18 1

ADH

19

20

DIC

21

22

23

24

25. 26

, , 

, 

, , 

/

�98�



71

301

( )

.

.

.

.

.

.

.

.

90 8

�99�



72-1 

11 256

�100�



72-2 

12

( )

h

 l

m 

n

i

j

�101�



72-3 

( )

( ) 

q  q

r

 s

�102�



73

105
301

( )

11

10 12

12

�103�



74

301

( )

90 ×3

90 2

�104�



75

301

( )

90 2

90 3

�105�



76

301

( )

90 5

�106�



77

301

( )

7

90 5

�107�



78

301

( )

, 

I

II

I

II

III

,

PC, 

90 5

�108�



79

301

( )

(1)

(2)

(1)

(2)

90 4

�109�



80

90 1

�110�



81

301

( )

90 4

�111�



82

301

( )

2022

2022/2023

1-4 90 4

5.6 90 2

�112�



83

301

( )

OHP

90 3

�113�



84

( )

301

( )

90 8

�114�



85

301

( )

90 6

�115�



86

11
301

10

90 9

�116�



88

301

( )

.

.

/ / / 1

90 4

�117�



89

301

( )

1.

2.

90 2

90 2

�118�



90

10
301

( )

90 10

�119�



91-1

16
301

( )

,

F H

�120�



91-2

.

CMAP

SNAP

F

H

2

/ 2010

90 6 90 2

90 4 90 2

90 2

�121�



92 

301

( )

90 1

90 1

90 2

�122�



93

20
301

( )

A

1 2

B

90 6 90 3 90 11 90 2

�123�



94

301

( )

1-4 90 4

5 90 4

�124�



95

  

10
301

( )

   

   90 10

�125�



96

301

( )

DNA RNA

DNA

RNA

90 3

�126�



97

301

( )

[ ]

MHC CD

[ ]

-

-

90 2 90 6

�127�



98

301

( )

ABO

Rh

HLA

HPA

90 4

�128�



99

301

( )

RI

RI

in vivo

in vitro

90 1

�129�



100

301

( )

MRI MRI

MRI

MRI

MRI

MRI

MRI SE GE IR

MRI T1 T2 PD

MRI

MRI CT

MRI

MRI

MRI

90 2

I 90 1

90 1

�130�



101

301

( )

DNA RNA PCR

90 1

�131�



102

  

301

( )

   90

�132�
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